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も
グ
、
ヂ
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、
、
、
ミ
タ
、
砂
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．
〃
し
Ｊ
０
、
ノ
ミ
ｊ
Ｌ
Ｙ
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歩
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Ｊ
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１
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〃
ｒ
、
〃
、
Ｊ
Ｋ
１
〆
吐
〃
Ｋ
ｊ
ｆ
Ｉ
行
、
ノ
ミ
Ｊ
８
、
／
、
ノ
、
０
〆
、
ｐ
４
０
”
、
リ
ブ
、
ｒ
ｈ
ｒ
、
グ
、
・
・
、
／
Ｌ
Ｐ
、
ｆ
、
ノ
、
ｊ
ｒ
、
ノ
Ｌ
Ｊ
ｆ
、
〃
Ⅱ
、
ノ
ミ
リ
ゾ
、
〃
Ⅲ
、
〃
１
Ｊ
／
、
ｊ
０
、
〃
ｆ
、
？
、
〃
Ｌ
Ｕ
ｒ
、
ノ
イ
、
ｊ
ｆ
、
〆
Ｒ
ｊ
Ｉ
１
〃
Ｌ
ｊ
ｒ
、
〃
、
Ｊ
１
、
ノ
、
Ｊ
ｒ
、
／
、
Ⅱ
ｒ
、
ノ
、

ツス論 |ＰＬ
に
せ

あ
つ
れ
き

老
舗
政
党
で
、
組
織
内
の
軋
礫
が
高
ま

り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
「
お
家
騒
動
」
と

評
し
て
い
ま
す
。
こ
の
極
の
争
い
が
組
織

全
体
の
利
益
に
な
ら
な
い
の
は
、
誰
も
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
義
名
分

を
め
ぐ
っ
て
譲
れ
な
い
一
線
が
あ
っ
て
、

な
か
な
か
沈
聯
化
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

組
織
内
で
対
立
が
起
き
る
と
、
ト
ッ
プ

は
意
見
の
集
約
に
努
め
ま
す
が
、
な
か
に

は
－
１
人
に
な
っ
て
も
、
反
対
を
続
け
る
」

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
、

多
数
決
に
よ
り
議
決
が
行
わ
れ
て
も
集
川

の
決
定
に
従
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

政
治
の
無
台
は
と
も
か
く
と
し
て
、
労

働
関
係
で
は
、
意
兄
の
統
一
を
図
る
た
め

特
別
な
法
規
制
を
設
け
て
い
ま
す
。
代
表
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協
定
で
問
題
解
決
と
限
ら
な
い

意
見
集
約
の
法
的
根
拠
確
認
を

け

、
ｒ
、
Ｊ
１
、
ノ
０
、
ノ
Ｌ
１
ｒ
、
ノ
Ⅲ
、
〃
ｋ
Ⅱ
ｒ
、
ノ
Ｌ
１
１
ノ
Ｌ
、
ノ
ミ
ｌ
ｆ
１
ｒ
、
ノ
Ⅲ
、
ノ
ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｌ
ノ
、
、
〆
、
Ⅱ
ｒ
、
ノ
グ
、
０
ユ
ノ
、
２
７
，
〃
し
ノ
贈
Ｂ
ｒ
、
ノ
グ
ロ
、
田
０
，
７
、
研
弓
Ｊ
、
Ｊ
、
グ
、
Ｊ
、
ソ
Ｌ
Ｊ
ｈ
Ｊ
Ｌ
ｊ
、
〃
。
、
Ｊ
Ⅱ
、
〃
、
〆
ｈ
●
ザ
Ｏ
１
ｊ
ｔ

￣、

約
な
の
が
、
時
間
外
。
休
日
労
働
（
別
）

協
定
で
す
。
過
半
数
労
組
（
な
い
と
き
は

過
半
数
代
表
者
）
と
協
定
を
結
び
、
Ｍ
出

れ
ば
、
時
間
外
・
体
Ⅲ
労
働
が
Ⅶ
能
に
な

り
ま
す
（
刑
事
免
貰
の
効
力
を
持
ち
ま
す
）
。

こ
の
場
合
、
法
律
的
に
は
、
過
半
数
労

組
が
あ
れ
ば
そ
の
労
組
と
だ
け
協
定
を
結

べ
ば
、
全
労
働
者
に
効
力
が
及
び
ま
す
。

「
過
半
数
労
組
と
協
定
す
れ
ば
足
り
他
の

労
組
と
協
定
す
る
必
要
は
な
い
」
（
昭
羽
．

４
．
５
堆
発
第
５
３
５
号
）
と
解
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｍ
様
に
、
過
半
数
代
表
者
と
協

定
を
結
べ
ば
、
反
対
背
も
拘
束
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
労
基
法
な
り
何
な
り

法
律
上
に
根
拠
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま

す
。
同
じ
労
使
協
定
で
も
、
た
と
え
ば
、

歴
川
調
整
助
成
金
（
中
小
企
業
緊
急
雇
用 P、

安
定
助
成
金
）
を
巾
誌
す
る
前
提
と
し
て
、

休
業
協
定
を
結
び
ま
す
。
し
か
し
、
協
定

が
あ
れ
ば
、
自
動
的
に
全
社
休
業
が
可
能

か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
組
合
が
存
在
す
る
ケ
ー
ス
で
、
「
休

業
の
実
施
に
つ
い
て
明
確
に
反
対
し
て
い

る
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
労
働
者
に
つ
い

て
は
協
定
の
効
力
は
及
ば
ず
、
残
り
の
者

が
休
業
の
対
象
に
な
る
」
（
雇
用
調
終
助

成
金
Ｑ
＆
Ａ
）
と
い
う
扱
い
で
す
。

経
営
者
の
中
に
は
、
労
働
者
代
表
の
同

意
を
（
形
式
的
に
）
取
り
付
け
さ
え
す
れ

ば
、
「
す
べ
て
問
題
解
決
」
と
即
断
し
が

ち
で
す
が
、
「
そ
の
協
定
に
ど
ん
な
法
的

効
力
が
あ
る
の
か
」
を
き
ち
ん
と
確
認
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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(2)

物価変動と賃_lこげ

賃
金
の
決
定
要
素
が
い
く
つ
あ
る
か
、

こ
れ
が
決
定
版
と
い
う
理
論
は
提
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
物
価
、
生
計
費
、
企

業
の
生
産
性
、
労
働
力
需
給
、
世
間
相

場
な
ど
が
代
表
的
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

個
々
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
さ
ら
に
分
解

す
る
説
も
あ
れ
ば
、
複
数
の
フ
ァ
ク
タ
ー

を
一
つ
の
要
因
に
州
す
説
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
相
瓦
に
ど

う
影
響
す
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
定
説
は
存
在
し
な
い
と
い
え
ま
す
。

各
企
業
も
、
す
べ
て
の
フ
ァ
ク
タ
ー

に
目
配
り
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
何
を

重
視
す
る
か
は
千
差
万
別
で
す
。
し
か

し
、
物
価
は
大
多
数
の
企
業
に
と
っ
て
、

注
目
度
の
高
い
フ
ァ
ク
タ
ー
で
し
ょ
う
。

賃
塵
塵
霧

知
っ
て
得
す
る

現
在
は
、
雇
用
不
安
が
社
会
を
席
巻
し

て
い
る
の
で
、
賃
金
に
関
す
る
不
満
は

「
地
下
に
潜
行
」
し
て
い
る
観
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
会
社
が
な
ぜ
賃
上
げ
で
き

な
い
か
（
賃
下
げ
す
る
ほ
か
な
い
か
）
、

数
字
等
を
挙
げ
て
具
体
的
に
説
明
で
き
れ

ば
そ
れ
に
超
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
物
価
の
影
響
を
考
察
し
て
み
ま

し
ょ
う
。表消費者物価指

数の推移

灘
鰡
;峯

昇
給
額
の
内
訳
を
、
定
昇
と
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
に
分
解
す
る
企
業
で
は
、
物
価

の
影
響
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
反
映
さ
れ
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ま
せ
ん
。
家
族
の
多
い
従
業
員
の
方
が
、

物
価
の
上
昇
。
下
降
に
敏
感
な
は
ず
で

す
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
全
国
・

全
労
働
者
の
賃
金
水
準
（
平
均
）
が
、

物
価
の
変
動
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
と
捉
え

る
の
が
実
態
に
近
い
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
物
価
の
上
昇
（
下
降
）

率
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
率
が
イ
コ
ー
ル
に

な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
に
は
、
そ
れ
以
外
の
要
因
（
た
と
え

ば
、
企
業
の
生
産
性
）
も
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
物
価
が
上
が
っ
て
も
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
実
施
し
な
い
の
は
、
決
し

て
論
理
矛
盾
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
、
過
去
の
物
価
デ
ー
タ
を
み

１
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１
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ｌ
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ｌ
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１
１
ｌ
１
１
１
１
１
１
ｌ
１
１
１
１
１
１
１

Ｆ丙

て
み
ま
し
ょ
う
。
総
務
省
の
全
国
消
費

者
物
価
指
数
は
、
労
働
関
係
の
経
済
指

標
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
平
成
Ｔ
年
を
１
０
０
と
し
て

消
徴
者
物
価
指
数
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
）
。

ピ
ー
ク
は
平
成
ｎ
年
の
１
０
３
．
３

で
、
以
後
、
平
成
ｎ
年
の
１
０
０
ま
で

緩
や
か
に
低
下
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

平
成
Ⅳ
年
を
底
に
し
て
、
再
び
物
価
は

反
転
上
昇
の
傾
向
を
み
せ
て
い
ま
す
。

平
成
加
年
は
、
原
油
や
食
料
品
価
格
の

大
幅
変
動
も
あ
り
、
前
年
比
１
．
４
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
物
価
上
昇
。

す
な
わ
ち
購
買
力
の
低
下
で
す
か
ら
、

労
働
者
と
し
て
は
賃
上
げ
を
要
求
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。
賃
金
を
据
え
置
く
た

め
に
は
、
そ
れ
以
外
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
見
送
る
強
力
な
論
拠
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

二
一
』
１

遡鍋狸蛎蛆幻蛆蛆別別砠調列茄船訂調調帥仇囲鯛元２３４５６７８９，，，⑬ｕ旧旧Ⅳ旧凹加萄２３４５６７８９０１２１２３４５
１
１
１

成
年

平
－
０

１

－
２

２

一
一
｜
麺
岬
繩
繩
“
釦
叩
岬
岬
畑
畑
汕
剛
洲
醜
脚
跡
”
繩
岬
辿
蝿
岬
皿
皿
叩
皿
吻
咄
皿
哩
岬
叩
岬
岨
叩
岬
岬
叩
妨
咋
叩
皿
叩
唖
暉
岬
岬
啄
、
幽
叩
叩
町
皿
岬

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
’
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１



３

判例

労
働
契
約
法
第
５
条
で
は
、
「
使
用

者
が
安
全
配
慮
義
務
を
負
う
」
こ
と
を

明
文
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
と

え
ば
、
派
遣
の
よ
う
に
直
接
の
雇
用
主

で
は
な
く
、
派
遣
先
が
安
全
配
慮
義
務

二
部
は
派
遣
元
も
負
担
）
を
負
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。

本
事
件
は
、
長
期
出
張
先
の
会
社
責

任
が
問
わ
れ
た
興
味
深
い
事
案
で
す
。

そ
も
そ
も
、
「
長
期
出
張
中
の
労
働
者

L、、、、屯、克己Ｌ巫已已已、

務
を
負
っ
て
い
た
」
と
認
め
ま
し

た
（
本
人
素
因
に
よ
り
３
割
減
額
）
。

本
事
件
は
、
「
長
期
出
張
中
」
に
社
員
が
う
つ
病
を
発
症
し
た
事
実

で
す
。
出
張
先
会
社
の
主
担
当
員
は
、
本
人
の
「
１
人
で
は
対
応
で
き

な
い
」
と
い
う
訴
え
に
耳
を
貸
さ
ず
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
直
接
の
一
雇
い
主
の
ほ
か
、
出
張
先
会
社
の
責
任
も
問
わ

れ
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は
「
出
張
先
会
社
は
信
義
則
上
、
安
全
配
慮
義

安
全
配
慮
義
務
を
負
う

業
務
軽
減
の
訴
え
を
無
視

宝
つ
つ

病は
「
出が
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
の
か
」
と

い
う
の
は
難
し
い
問
題
で
す
。
一
応
、

「
自
社
か
ら
指
揮
命
令
を
受
け
る
か
、

自
社
か
ら
の
委
任
に
基
づ
い
て
出
張
先

が
代
理
人
と
し
て
指
揮
命
令
を
行
っ
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
形
で

行
う
場
谷
は
応
援
出
張
と
み
る
（
派
遣
。

出
向
で
は
な
い
）
」
（
安
西
愈
「
企
業
間

人
事
異
動
の
法
理
と
実
務
」
と
い
う

説
を
参
考
と
し
て
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

￣Q１名

Ｔ
自
動
車
事
件

古 張
先
』
会
社

屋
地

（
平
汕

,b方
・裁

珊判
を所

う
つ
病
を
発
症
し
た
社
員
Ａ
は
、
自

分
の
所
属
す
る
会
社
Ｙ
１
か
ら
出
張
し
、

出
張
先
会
社
Ｙ
２
で
エ
ン
ジ
ン
の
共
同

開
発
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
指
揮
命

令
は
、
Ｙ
２
の
主
担
当
員
Ｂ
が
行
っ
て

い
ま
し
た
。

社
員
Ａ
は
、
Ｙ
２
社
員
の
厳
し
い
叱

責
を
受
け
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
２
日
淵

休
み
、
Ｙ
１
の
部
長
に
会
社
へ
戻
り
た

い
と
訴
え
て
３
カ
月
以
内
に
帰
社
さ
せ

る
と
い
う
約
束
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、

社
員
Ａ
は
Ｙ
２
の
主
担
当
員
Ｂ
に
「
現

在
の
負
荷
で
は
、
１
人
で
は
対
応
で
き

な
い
」
と
相
談
し
ま
し
た
が
、
相
応
の

配
慮
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。さ
ら
に
、
時
間
外
労
働
が
月
例
時
間

を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、
帰
社

さ
せ
る
と
い
う
約
束
は
果
た
さ
れ
ず
、

つ
い
に
う
つ
病
を
発
症
す
る
に
至
り
ま

し
た
。

裁
判
所
は
、
「
Ｙ
２
社
内
で
、
Ｙ
２

の
施
設
お
よ
び
器
具
を
使
い
、
Ｙ
２
の

に
責
任

￣、

従
業
員
の
指
示
に
従
っ
て
業
務
を
遂
行

し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
２
に
は
、

信
義
則
上
、
社
員
Ａ
の
生
命
お
よ
び
健

康
等
を
危
険
か
ら
保
護
す
る
よ
う
配
慮

す
べ
き
安
全
配
慮
義
務
を
負
っ
て
い
た
」

と
判
示
し
ま
し
た
。

社
員
Ａ
は
、
ま
じ
め
か
つ
几
帳
而
で
、

断
れ
な
い
性
格
で
あ
り
、
平
均
的
な
社

員
よ
り
精
神
的
に
脆
弱
だ
っ
た
と
認
め

ら
れ
ま
す
。
本
人
の
素
因
に
基
づ
く
も

の
で
、
会
社
側
に
は
責
任
が
な
い
と
い

う
主
張
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

判
決
文
で
は
、
「
過
失
机
殺
や
素
因
減

額
に
よ
る
調
整
が
図
ら
れ
る
の
で
、
業

務
が
共
働
原
因
と
な
っ
た
と
い
う
に
過

ぎ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
当
関
係

が
認
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す

（
結
果
的
に
も
、
素
因
に
よ
る
減
額
が

行
わ
れ
ま
し
た
）
。

本
事
件
の
場
合
、
明
確
に
「
業
務
を

軽
減
し
て
欲
し
い
（
耐
え
ら
れ
な
い
）
」

と
い
う
訴
え
が
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
無

視
し
た
の
で
す
か
ら
、
「
脆
弱
性
を
予

見
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
い
訳
は

通
ら
ず
、
管
理
の
怠
慢
と
い
う
非
難
を

免
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

名
古
屋
地
方
裁
判
所

（
平
汕
・
佃
・
釦
判
決
）

Ｔ
自
動
車
事
件
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生活時間の|塵l際止上較調査

連
合
総
研
（
連
合
総
合
生
活
開
発
研

究
所
）
が
連
合
（
日
本
労
働
組
合
総
連

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
は
高
く

て
も
、
生
活
の
質
で
は
、
日
本
は
欧
米

に
遠
く
及
ば
な
い
」
な
ど
と

し
た
り
顔
に
い
う
人
が
い
ま
山

す
。
し
か
し
、
「
欧
米
」
と
い
施

栴抑坪壷罐刈庄枝畔試刈磯
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
独
、
仏
、
鰡

伊
等
）
と
英
国
、
米
国
で
は
崖

事
情
が
か
な
り
異
な
り
ま
す
。

実
態
（
数
字
）
を
き
ち
ん
と
〔

把
握
し
た
う
え
で
、
改
め
る
北

べ
き
点
は
改
め
る
と
い
う
姿
曰

勢
が
大
切
で
す
。

一
‐
日
本
人
は
働
き
す
ぎ
だ
」
と
い
い
ま
す
が
、

数
字
的
根
拠
を
知
っ
て
い
る
人
は
ご
く
わ
ず
か

で
す
。
連
合
総
研
の
「
生
活
時
間
の
国
際
比
較
」

に
よ
る
と
、
米
・
仏
・
韓
に
比
べ
、
や
は
り
残

業
時
間
は
ダ
ン
ト
ッ
の
多
さ
で
す
。
し
か
し
、

年
休
に
つ
い
て
は
、
別
格
の
仏
を
除
く
と
、
そ

れ
ほ
ど
悲
観
す
る
状
況
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

日本の長残業突出

鍾休付与はまずまず

合
会
）
と
共
同
実
施
し
た
調
査
で
は
、

Ｒ
、
米
、
仏
、
韓
の
４
国
を
比
較
し
て

い
ま
す
。

率
ｑ
彦
ま
ず
、
１
週
の
所
定
労

宙
争
働
時
間
は
、
次
の
と
お
り

鍵
，
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ亀 ⑤⑪

)|轍仏
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生活時間の国際上上鞍調査
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鰭 実務相談

一一，一避舳Ⅷ糊Ⅷ峨舳俶帆窪川鯛論Ⅶ岾倒艸州糊欣二
｜
与
え
る
仕
組
み
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
代
休
制
度
は
ど
―

―
た
。
こ
れ
ま
で
、
「
代
休
を
与
え
て
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
卵
年
４
月
１
日
か
ら
、
時
間
外

労
働
が
釦
時
間
を
超
え
た
ら
５
割
以
上

の
割
増
賃
金
支
払
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
（
中
小
は
、
当
分
の
間
、
適
用
猶
予
）
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
ご
質
問
に
あ
る
「
代

替
休
暇
」
の
仕
組
み
が
新
た
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
従
来
の
代
休
制
度
か
ら
お
さ

ら
い
し
ま
し
ょ
う
。
法
定
休
日
に
労
働

さ
せ
た
場
合
、
割
増
賃
金
率
は
３
割
５

分
増
し
で
す
か
ら
、
１
３
５
％
分
の
債

代
休
を
条
件
に
割
増
賃
金
率

を
引
き
下
げ
ら
れ
る
新
し
い

代
休
制
度
を
知
り
た
い
！

配
％
上
乗
せ
部
分
が
不
要
に

金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
無
給

の
代
休
を
与
え
た
場
合
、
１
０
０
％
部

分
は
相
殺
で
き
ま
す
が
、
弱
％
分
の
賃

金
支
払
義
務
が
残
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
新
し
い
代
替
休
暇
は
、

無
給
で
は
な
く
、
有
給
の
休
暇
（
通
常

の
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
休
暇
）
で
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
過
半
数

労
組
（
な
い
と
き
は
過
半
数
代
表
者
）

と
次
の
事
項
に
つ
い
て
労
使
協
定
を
結

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
（
労
基
則
策
四
条

仔一

代替体 暇

の
２
第
１
項
）
。

①
代
替
休
暇
と
し
て
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
時
間
数
の
算
定
方
法

②
代
替
休
暇
の
単
位
（
半
Ⅱ
ま
た
は
１

日
が
原
則
）

③
代
替
休
暇
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
（
㈹
時
間
を
超
え
た
月
の
末
日

の
翌
口
か
ら
２
カ
月
以
内
が
限
度
）

①
は
、
次
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

代
替
休
暇
と
し
て
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
時
間
Ⅱ
（
１
カ
月
の
時
間
外
数
Ｉ
帥

時
間
）
×
換
算
率

換
算
率
Ⅱ
釦
時
間
超
の
割
増
賃
金
率
’

㈹
時
間
以
下
の
割
増
賃
金
率

で
す
か
ら
、
法
定
ど
お
り
な
ら
換
算

率
は
邪
％
（
５
割
１
２
割
５
分
）
に
な

り
ま
す
。

代
替
休
暇
は
有
給
の
（
１
０
０
％
の

賃
金
を
支
払
う
）
休
暇
で
す
か
ら
、
本

来
な
ら
１
５
０
％
の
賃
金
を
払
う
べ
き

と
こ
ろ
、
休
暇
を
与
え
た
か
ら
と
い
っ

て
印
％
の
賃
金
だ
け
を
支
払
え
ば
よ
い

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
（
１
０
０
％
の

相
殺
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

し
か
し
、
「
有
給
」
の
休
暇
を
与
え

る
こ
と
で
、
「
そ
れ
に
対
応
す
る
時
間

御■■

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
」

に
つ
い
て
５
割
の
割
増
賃
金
を
２
割
５

分
増
し
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す

（
労
基
則
第
四
条
の
２
第
３
項
）
。
「
対

応
す
る
時
間
」
は
、
次
の
計
算
式
で
算

出
し
ま
す
。

代
替
休
暇
を
与
え
た
時
間
数
十
換
算
率

二
般
的
に
は
、
妬
％
）

た
と
え
ば
、
半
日
（
４
時
間
）
の
代

替
休
暇
を
与
え
た
場
合
、
半
日
分
の
休

暇
に
つ
い
て
は
１
０
０
％
の
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
賃
金
支

払
負
担
は
、
４
時
間
×
１
時
間
当
た
り

単
価
（
Ｘ
と
し
ま
す
）
Ⅱ
４
Ｘ
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
代
わ
り
、
次
の
時
間
は

５
割
の
割
増
賃
金
を
支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
（
２
割
５
分
増
し
は
必
要
）
。

４
時
間
ｌ
換
算
率
（
躯
％
）
Ⅱ
出
時
間

超
時
間
分
に
つ
い
て
、
本
来
、
１
５

０
％
の
賃
金
を
支
払
う
べ
き
と
こ
ろ
、

１
２
５
％
の
割
増
で
済
み
ま
す
。
浮
い

た
賃
金
は
、
Ⅲ
時
間
×
妬
％
Ⅱ
４
Ｘ
で

す
。さ
て
、
こ
の
処
理
が
ど
れ
だ
け
得
な

の
か
、
事
業
主
と
し
て
評
価
の
割
れ
る

と
こ
ろ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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轤実務相談

Ⅱ
一

傷
病
手
当
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
調

整
規
定
は
、
健
保
法
の
中
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
第
１
０
８
条
第
４
項
）
。

年
金
優
先
で
、
傷
病
手
当
金
が
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
（
傷
病
手
当
金
が
多
け

れ
ば
、
差
額
支
給
）
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
退
職
し
、
資
格
喪
失
後
の
継
続
給
付

の
規
定
（
健
保
法
第
１
０
４
条
）
に
よ

り
傷
病
手
当
金
を
受
け
る
人
に
限
り
ま

す
。 …
…
…
》
在
職
老
齢
年
金
を
受
け
て

一口一いる従業員がいますが、
病
気
で
入
院
し
、
健
康
保
険
の
傷
病

手
当
金
の
申
請
を
す
る
予
定
で
す
。

へ

在
職
老
齢
年
金
の
受
給
者
が

病
気
で
傷
病
手
当
金
を
も
ら
っ

た
ら
年
金
は
減
額
さ
れ
る
か

年
金
が
増
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

在
職
中
は
、
傷
病
手
当
余
と
年
金
の

調
整
は
な
く
、
両
方
を
満
額
受
け
ら
れ

ま
す
。
高
齢
者
は
、
会
社
か
ら
も
ら
う

賃
金
と
在
職
老
齢
年
金
の
両
方
で
生
活

を
維
持
し
て
い
ま
す
。
そ
の
賃
金
が
減
っ

た
分
を
傷
病
手
当
金
で
一
部
補
填
す
る

だ
け
で
、
年
金
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
で
休
ん
で
い
る
間
も
標
準
報
酬
月

額
は
元
の
ま
ま
で
す
か
ら
、
在
職
老
齢

の
壮
組
み
に
よ
る
年
金
額
も
原
則
と
し

こ
の
場
合
、
在
職
老
齢
年
金
を
そ
の

ま
ま
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
支

給
停
止
、
ま
た
は
減
額
調
整
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

健保停年の調整

て
同
じ
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
が
同
時
に
雇
用
保

険
の
高
年
齢
一
雁
用
継
続
給
付
を
も
ら
っ

て
い
る
と
き
は
、
話
が
違
っ
て
き
ま
す
。

｜
‐
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
が
（
厚

生
年
金
の
）
被
保
険
昔
で
あ
る
日
が
属

す
る
月
に
つ
い
て
、
雇
用
継
続
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
年
金

を
減
額
調
整
す
る
」
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
厘
膵
才
法
附
則
第
ｎ
条
の
６
）
。

標
準
報
酬
月
額
が
帥
歳
定
年
時
賃
金

（
み
な
し
賃
金
月
額
）
の
仇
％
未
満
の

と
き
は
、
鱈
擢
霧
報
酬
月
額
の
６
％
を
カ
ツ

育
児
休
業
の
巾
出
が
あ
っ
た
場
合
、

事
業
主
は
原
則
と
し
て
拒
め
ま
せ
ん

（
育
児
介
護
休
業
法
第
６
条
９
）
。
た

▽
育
児
休
業
申
出
の
拒
否
△

Ｐ罰床
６
条
９
Ｙ
た

だ
し
、
法
定
の

要
件
（
同
第
５

条
第
１
項
第
２

号
）
を
満
た
さ

な
い
期
間
雇
用

者
と
労
使
協
定

で
除
外
と
定
め

た
者
に
限
っ
て

は
、
拒
否
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

労
使
協
定
で
拒
否
可
能
な
の
は
、

次
の
従
業
員
で
す
。

①
入
社
１
年
未
満

②
配
偶
者
が
育
児
可
能
な
従
業
員

③
１
年
以
内
に
雇
用
終
了
す
る
従
業

回具

④
１
週
間
の
所
定
労
働
日
数
２
日
以

下

⑤
配
偶
者
以
外
の
親
が
育
児
可
能
な

従
業
貝

こ
の
う
ち
、
②
は
法
改
正
に
よ
り
削

除
が
決
ま
り
ま
し
た
（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

卜
し
ま
す
ｃ
位
％
以
上
布
％
未
満
の
と

き
は
、
標
準
報
酬
月
額
か
ら
「
６
％
か

ら
逓
減
す
る
年
金
調
整
率
」
を
乗
じ
て

得
た
額
を
カ
ッ
ト
し
ま
す
。

高
齢
者
が
病
気
で
１
カ
月
丸
ま
る
賃

金
収
入
が
な
け
れ
ば
、
一
曝
用
継
続
給
付

も
出
ま
せ
ん
。
「
雇
用
継
続
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
」
に
該
当
し

な
く
な
る
の
で
、
原
則
６
％
カ
ッ
ト
の

減
額
規
定
も
適
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
在
職
老
齢
年
金
の
額
も
変

わ
り
ま
す
。
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育
児
介
護
休
業
法
の
改
正
案
は
、
平

成
皿
年
４
月
Ⅲ
日
に
国
会
に
上
程
さ
れ

ま
し
た
が
、
６
月
型
日
に
ス
ピ
ー
ド
成

立
し
、
７
月
１
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

原
案
で
は
一
括
施
行
（
公
布
か
ら
１
年

以
内
）
の
予
定
で
し
た
が
、
国
会
審
議

に
基
づ
く
修
正
に
よ
り
段
階
施
行
と
な

り
ま
し
た
。
紛
争
解
決
に
関
す
る
規
定

に
つ
い
て
は
、
施
行
ま
で
の
期
間
を
原

案
よ
り
短
縮
し
て
い
ま
す
。

公
布
か
ら
３
カ
月
以
内
で
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行

・
調
停
制
度
（
均
等
法
の
仕
組
み
に
準

じ
ま
す
）
の
創
設

・
紛
争
の
自
主
的
解
決
（
社
内
苦
情
処

理
機
関
の
設
置
等
）

・
都
道
府
県
労
働
局
長
の
指
導
。
援
助

・
違
反
企
業
へ
の
勧
告
。
公
表

・
報
告
義
務
違
反
企
業
へ
の
過
料
（
加

万
円
以
下
）

平
成
型
年
４
月
１
日
施
行

「
段
二
階
施
行
』
方
式
に
変
更

育
介
休
業
法
が
７
月
に
公
布

〃
：

梅
雨
が
明
け
る
と
、
猛
署
の
季
節
到

来
で
す
。
例
年
、
卵
人
近
い
労
働
者
が

熱
中
症
で
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、
厚
生

労
働
省
で
は
新
し
い
「
熱
中
症
予
防
対

策
」
（
平
Ⅲ
。
６
．
四
基
発
第
０
６
１

９
０
０
１
号
）
を
公
表
し
、
万
全
の
対

策
を
講
じ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

予
防
対
策
で
は
、
湿
球
黒
球
温
度

（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
）
を
求
め
、
職
場
の
暑

熱
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

。
短
時
間
勤
務
制
度
の
義
務
付
け
（
選

択
義
務
か
ら
単
独
の
措
置
義
務
に
格

上
げ
）

・
所
定
外
労
働
の
免
除
の
制
度
化
（
同

右
）

・
看
護
休
暇
の
拡
充
（
子
が
２
人
以
上

『～ 暑
熱
麿
計
測
し
て
対
策
を

熱
中
症
予
防
で
新
通
達

公
布
か
ら
１
年
以
内
で
政
令
で
定
め

る
日
か
ら
施
行

作
業
の
強
度
、
熱
へ
の
順
応
度
、
気
流

等
に
応
じ
て
、
基
準
と
な
る
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

値
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
策
の
第
１
は
、
作
業
環
境
管
理
で

す
。
直
射
日
光
の
遮
へ
い
、
休
憩
場
所

の
整
備
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

第
２
は
、
作
業
管
理
で
す
。
作
業
時

間
の
短
縮
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
水
分
。

塩
分
の
摂
取
（
１
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
卯
～
加
分
ご
と
に

カ
ッ
プ
１
，
２
杯
飲
む
な
ど
）
、
作
業
中

《

な
ら
－
１
年
度
に
、
日
ま
で
」
）

・
父
母
が
と
も
に
休
業
す
る
場
合
の
期

間
延
長
（
「
パ
パ
。
マ
マ
育
休
プ
ラ

ス
ー
ー
、
１
歳
２
カ
月
ま
で
）

・
産
後
８
週
間
以
内
の
父
親
の
育
児
休

業
取
得
促
進

・
配
偶
者
が
専
業
主
婦
等
で
あ
る
場
合

の
除
外
規
定
（
７
ペ
ー
ジ
社
労
用
語

参
照
）
の
削
除

①
介
護
休
暇
の
創
設
（
親
族
介
護
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
５
Ｈ
付
与
、
た
だ

し
、
介
護
対
象
者
が
２
人
以
上
の
と

の
巡
視
等
の
措
置
を
請
ず
べ
き
で
す
ｃ

第
３
は
健
康
管
理
で
、
定
期
健
診
等

で
糖
尿
病
。
高
血
圧
。
心
疾
患
等
の
所

見
が
あ
っ
た
人
に
は
、
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。
休
憩
中
に
１
分
間
の
心
拍
数

が
「
１
８
０
１
年
齢
」
を
超
え
る
場
合

は
、
熱
へ
の
ば
く
露
を
と
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

第
４
は
労
働
衛
生
教
育
、
第
５
は
救

急
処
置
で
す
。
救
急
措
置
に
つ
い
て
は
、

作
業
場
近
く
の
病
院
、
診
療
所
等
の
所

在
確
認
、
応
急
処
置
手
順
の
周
知
等
の

対
策
を
論
ず
べ
き
で
す
。

き
は
Ⅲ
日
ま
で
）

た
だ
し
、
短
時
間
制
度
の
義
務
付
け
、

所
定
外
労
働
の
免
除
の
制
度
化
、
介
護

休
暇
の
創
設
等
に
つ
い
て
は
、
１
０
０

人
未
満
の
事
業
主
に
限
っ
て
、
３
年
を

限
度
に
適
用
を
猶
予
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
改
正
法
で
は
、
事
業
主

が
講
ず
べ
き
措
置
の
範
閉
を
広
げ
る
と

と
も
に
、
短
時
間
勤
務
、
所
定
外
労
働

の
免
除
等
を
申
し
川
た
労
働
者
に
対
す

る
「
不
利
益
取
扱
い
」
を
禁
止
す
る
条

文
も
追
加
し
て
い
ま
す
。


